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特別損失等の計上及び法人税等調整額の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年５月期第４四半期連結会計期間（2024 年３月 1 日～５月 31 日）において、特別損失

等の計上及び法人税等調整額（損）の計上をいたしましたので、下記のとおり、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失等の計上 

（１）減損損失の計上（連結、個別） 

  主に地方創生ソリューションセグメントに属する商業施設等において、事業環境や足もとの業績動

向を踏まえて、今後の事業計画を見直した結果、一部の固定資産について回収可能価額が帳簿価額を下

回ったため、連結決算において 10,811 百万円、個別決算において 4,727 百万円の固定資産に係る減損

損失を特別損失として計上いたしました。 

 

（２）関係会社株式評価損の計上（個別） 

  上記減損損失の計上等により、当社の保有する関係会社株式の実質価額が著しく下落したため、個別

決算において 5,962 百万円の関係会社株式評価損を特別損失として計上いたしました。なお、当該関係

会社株式評価損は、連結決算においては消去されるため、連結損益への影響はありません。 

 

（３）貸倒引当金繰入額の計上（個別） 

上記減損損失の計上等により、債務超過となった関係会社への貸付金等に対して貸倒引当金を計上

するため、個別決算において 3,264 百万円の貸倒引当金繰入額を営業外費用として計上いたしまし

た。なお、当該貸倒引当金繰入額は、連結決算においては消去されるため、連結損益への影響はあり

ません。 

 

 

 



（４）投資有価証券評価損の計上（個別） 

  当社が保有する市場価格のない投資有価証券の一部について、帳簿価額に比べて実質価額が著しく

下落したため、685 百万円の投資有価証券評価損を特別損失として計上いたしました。 

 

２．法人税等調整額（損）の計上（連結、個別） 

  将来の課税所得を見積り、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、当連結会計年度の連結決算に

おいて 1,886 百万円、個別決算において 1,120 百万円の法人税等調整額（損）を計上いたしました。こ

れにより、当第４四半期連結会計期間（2024 年３月１日～５月 31 日）の連結決算における法人税等調

整額（損）の計上は 2,294百万円となりました。 

 

３．業績に与える影響 

  本件は、本日開示しております「2024 年５月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しておりま

す。 

 

以 上 


